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1. はじめに
　白く繊細な磁器の表現の純粋な魅力に、憧れ刺激され、親し
みを覚える感覚は、時が経過しても私たちに共通している。その
ような磁器を素材にした作品のコレクションの公開が、スイス・ニ
ヨン城（Chatou de Nyon）磁器の歴史博物館で（2010/10 〜
2011/4）行われた（図1）。西ヨー ロッパ最大の湖、レマン湖畔の
町ニヨンは、ジュネーブとローザンヌの間に位置する。紀元前45
年、ローマ英雄、ユリウス カエサルがヨー ロッパ遠征の際に築い
たコロニーが町の基盤となっている。
 
　古代ローマ時代の遺跡である円柱や数多くの陶製の壺ア
ンフォラ（図2）などの出土品も発見されており、ノビイオジヌム
（Noviodunum）という名のスイス最大級のローマの重要な都
市であったニヨンの古代の姿も知ることができる。展覧会場である
ニヨン城の歴史は、ルネッサンス時代の12世紀後半まで遡ること
が出来る。12、13世紀からこの地を治めたサボオィア家が建てた
の古城であるシャトー ドニヨンは、16世紀に拡張、大改装され現在
の原型ができあがる。19世紀前半には空堀が埋められ跳ね橋が
とりのぞかれて物見の塔の武装が解除された。1888年から歴史
博物館、および磁器、ニヨン焼き（図5）、18世紀の磁器の生産の
大規模なコレクションをプレゼンテーションしている。また近年、磁
器に関する現代的な国際トリエンナ レー（1984 〜 2001）も（図3 ）
開かれており、磁器においての提案を強調した展示を公開してい
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図1  ニヨン磁器と歴史博物館
図2  陶製の壺アンフォラ
図3  会場に常設されている展示
108
ると言える。＜promote and organise a periodic public event 
showcasing porcelain.＞ 1998年に私も出品参加しイギリス、ス
イス、フランス、ベルギー、ドイツ、イタリアなど様 な々国の陶芸家と
交流することができた。この度7年間に渡る改装の後、新たに博
物館として2006年に再開された。城の内部は、以前ワイン貯蔵庫
となっていた地下がエントランスとなり、一階のかつてのラウンジや
ダイニングル ムー跡が陳列室（図4）となり、大広間の食卓には、ニ
ヨン焼きのテーブルウエアーが展示されている。石造りの螺旋階
段を登り各階の部屋の展示を観賞できる。城の窓からはレマン湖
が見おろせる環境である。訪問者が任意の住む家の中にいるよう
な感覚を持つかのように、建物やコレクションに共鳴しながら鑑賞
することが出来る構成となっている。今回、磁器における現代的
な躍進を続けることを願い、また新たな視点の出現の考察を目的
とした、国境を感じさせない『Attention fragile!』とユーモアのあ
るタイトルの展覧会が開かれ私も出品参加した。そして磁器に関
しての表現を俯瞰することで把握し展開していきたい。
　本稿では、スイス、ニヨンの磁器、世界の現代磁器のコレクショ
ンを中心に、磁器の領域の多様化する表現に焦点を当て、またそ
こから見えてくる共通性、文化的背景を超えた共感する感覚につ
いて考察する。また同時に、人間の歴史とも言える陶磁器作品が
世界の中で、それぞれの文化、気候，歴史を背景に、変化、個性を
感じさせ多様化しながらあえて磁器によって表現をする意味を把
握し、そして深め、より有機的な体験へと結びつけてみようとした試
みについて考察するものである。
2. 磁器の概要
ニヨンの磁器を中心に
　スイスの陶磁器は、ヨー ロッパ陶芸が何世紀にも渡って西洋と
東洋が影響を与え合い、またヨー ロッパの様 な々民族や国家が
重層的な歴史を繰り広げるなか，刺激を受け独自の文化と共に発
展してきた。ニヨン焼きもその役割を積極的に果たしている。その
磁器の概要と歴史について触れてみたい。
　陶磁器は、主に素材、焼成温度別に、土器、陶器、と磁器にわ
けられる。本稿のテーマである磁器は、磁器の産地や種類により
組成は異なるが、白い鉱物の粘土質のカオリンを主な原料とし、
長石、石英などを含む素地で造られる高温で焼かれた物である。
磁器の成分の約70％を占めるカオリンは、良質な粘土層から採集
され、粉砕し成分の不純物を水簸し取り除くことによって、美しい
白い原料になる。そして可塑性、強度を向上させるために長石、
石英を含む素地を造り、練りその後、成形、装飾、乾燥，施釉など
の様々な工程を施し、1250度〜 1300度の高温で焼成する。白
く、透光性があり、叩くと金属音が響くのが特徴である。（図4）組
成、焼成温度などの微妙な違い、また中間的な物もあり定義する
のは幅がありすぎて難しいが、その歴史は、中国において、白磁
として誕生し、6世紀、南北朝後期まで遡ることが出来る。歴史
的に見れば、土器→鉛釉、錫釉、灰釉などの陶器→軟質磁器
→硬質磁器な流れで出現していると言われている。磁器の主成
分であるカオリンの名は、中国江西省景徳鎮産の原材料、高嶺
（kaolinng）に由来していることからも、良質な原材料を確保す
ることは重要であることがわかる。特に白磁をはじめ様 な々磁器
を焼造していた景徳鎮窯は、優秀な陶工、良質な陶土、地理の
条件の良さ等により輸出においても中心的な役割を果たしてい
図4
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た。一方ヨー ロッパでは、その頃磁器はまだ造られていない。ヨー
ロッパには中世の終わりに伝わった。その後17世紀〜 18世紀
初めは、金にも相当する高価な輸入品として、ヨー ロッパの商人に
より、ポルトガル、スペイン、オランダに中国の磁器を大量に交易し
流行し広まっていった。「白い金」とたとえられていた。商人たちに
より、中国の産地に注文され　より受け入れやすい物を運んだよ
うである。その後、例えば王侯貴族の宮殿（17世紀〜18世紀）の
『磁器の間』に見られるように磁器そしてその製法（中国人から
は決して明かされることはなかった）は、貴重で贅沢な、富と洗練
された美意識の象徴として流行していった。中国の白磁に染め
付けを施した物を意識して、イタリアのメジチ磁器や、そして幾つ
かの工房で、オランダのデルフト陶器のように白い釉薬や化粧土
を用いた磁器に憧れて似せた焼き物も造られていたことからも磁
器に対する憧れが感じとれる。そのような背景の中、ヨー ロッパの
初の磁器は、18世紀初め、1709年にドイツで，東洋の磁器に魅了
されたザクセン先帝侯アウグスト強王の熱望から生み出された。
中国磁器や日本の柿右衛門を熱心に収集し、錬金術師ベトガー
や学者チルンハウスに命じて磁器製造にとりくみ，マイセン磁器が
開窯し、その後一気にヨー ロッパ各地に広まっていった。主な産
地は、フランスでは1740年頃パリ東部にセーブル磁器工場が開
かれ、デンマ クーでは、ロイヤルコペンハーゲンが1775年に設立さ
れた。そしてスイスの磁器製造は、ドイツのマイセンから流出した
技法の影響を受けた2ヶ所で、初めにチュ リーッヒに磁器工房が
創設され、1781年に第二の磁器工房がニヨンに創立された。
（図5）『ニヨン焼きの特徴は、硬質磁器の食器に小さな薔薇や矢
車草、リボンをモチ フーとした絵付けである。シンプルな生地に、小
花が余白を生かしながら構成してあるものが特徴である。レリー フ
は、少なくフォルムは直線的であり金彩の上絵付けが特徴で
ある』
　その頃スイスでは、フランス革命の余波を受けナポレオンに干
渉されていた背景の中フランスの食卓文化が伝わりテ ブールウェ
アを揃えるようになり需要が高まった。フランス語圏ウォ゛ー 州ニヨン
の工房を支えたのは、フランスから逃亡してきたプロテスタントのユ
グノー 派の銀行家たちで、周辺の村に点在する城の持ち主と協
会を作り自分たちの食卓を飾るために磁器工房の設立に携わっ
たた。当時はテーブルを囲んでヨー ロッパに入ってきた紅茶、カカ
オ、コ ヒーー 等を洗練された器で飲みたいという流行があったから
である。ニヨン城の広間に展示してあるテーブルウェアーがそれ
である。*（以下「スイスの陶芸」カタログ／スイス領事館著作権、
に詳しく記述があるので引用する。）「ニヨン焼きの創始者はフラ
ンケンター ル出身の画家フェルデナンド　ミュウラー とベルリン生ま
れの彼の義理の息子ジャック ドルトー 　（1749−1819）である。ロ
ココ調の様式を維持してきたチュ リーッヒの工房とは異なり、ニヨ
ンの工場ははっきりとモダンな新古典主義様式を標榜した。磁器
制作の経験があるドルトウは、ニヨンで徹底して合理的なビジネス
としての磁器造りを目指し、簡素で滑らかな風合いのかたちをレ
パ トーリー として開発した。ニヨンで人形像を造ることはほとんどな
かった。製品にバラエテイー を持たせるのは工房専属の絵付け
師の役割で、彼らは非常に独創的な仕事をした。基本的に円筒
形をしたカップやうつわをリボン、帯、棒、輪模様などで飾った。こ
の他にニヨン産の磁器の特徴としては、小花模様を散りばめたも
の、花束、トロフィー 、風車や肖像画のメダイヨン、盾型紋章などが
典型的な図柄である。絵付け師のなかにはジュネーブで精密画
を学んだ者もいて、実に見事な繊細な仕事をしている。1793年に
は販売網も充実し、ジュネーブ、サンクトペテルブルグ、カヂス、ア
ムステルダム、リブオルノまで拡大した。1792年に、ドルトウは、自身
の作品に加えて、イギリスのウエッジウッドの陶器販売に踏み切っ
た。しかしイギリスに対するナポレオンの大陸封鎖命令の結果、イ
ギリスからの食器輸入が停止する。そこでドルトウは「ブラックバ
サルト（玄武岩と同等の特性がある）」や焼き赤土に黒で彩色した
「テッレ エトルリア（エルトニアの土）」と名つけたテーブルウェア
を作り始めた。ところが1813年に工房は経営難に陥り磁器の生
産を中止せざるをえなくなった。」＊（以上）30年しか続かなかった
理由は、磁器を購入する層が限られているうえに、製造にお金が
かかり、とても高価になってしまったことである。しかし今日では、ニ
ヨン焼き独自の豊かさや創造性、特徴により味わい興味深い磁器
となっている。ニヨンの磁器は器の裏のコバルトの顔料で描かれ
た青い魚の窯印で、それとわかる。
図5  ニヨン焼 （1781 〜 1813）
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3. 現代の磁器の表現技法
!ATTENTION FRAGILE! ［porcelaine comtemporaine］
（2010 〜 2011）での展示から
　20世紀〜 21世紀のスイスでも、情報が発達しグロー バル化が
進み陶芸の世界も新たな影響を受ける。またジュネ ブーに本部が
ある、国際陶芸アカデミー を通じて交流の場が広がっていった。日
本と同様にそれまでの職人的な仕事から新しい表現方法、焼成
方法やテーマに取り組んでいく作家も増えていった。そしてニヨン
では、1986年から開催されていた国際磁器トリエンナ レーの収蔵
作品とともに、2010年新たに制作された作品が紹介された。
出 品 作 家 は、Tine Deweerdt,  Jean-François Fouilhoux, 
Françoise Joris,  Lut Laleman, Bodil Manz,  Ni Haifeng, 
Michéle Rochat,  Anima Roos,  WOKmedia, Caroline 
Andrin,  Vincent Beague,  Ivan Citelli,  Ann Delaite, 
Guillaume Delvigue & Ionna Vautrin,  Mikeke Everaet, 
Michael Flynn,  Louise Hindsgavl,  Matthieu Lavanchy, 
Kaoru Ojio　である。素材に磁器を用いている作品が城の小
部屋、塔、大広間、廊下に配置された。
　主な作品の紹介は、以下のとうりである。この度の展覧会企
画者の一人であるNatalia.Rillietの会場での解説とVincent 
Lieberのカタログを基盤にまとめた。
［ANIMA ROOS］
Borm in Lubumbashi, now the Democratic Republic of 
Congo（Africa） in 1956
Graduate from the Academie of Ghent （Belgium）
Lives and works in Ghent
（図6）彼女は1981年に陶芸の仕事をはじめ、そして機能的な
アイテムを轆轤で制作しており、［CREY DANCE］ としてそれ
を彼女の手で適切に描写することを好んでいる。2000年初めス
トー ンウェア （ー無釉）から磁器の素材に引き継いだ。湾曲し、緊
張した円錐を逆さまにした薄く繊細なピ スーを制作している。彼女
の作品の特徴は、外面の装飾の表現によって盛り上がりを与え
ていることと、黒色のラインの動きで強調されている点により、張り
詰めたセンスやデリケ トーなフォルムが際立っていることである。な
おその上に書画的表現による装飾が生き生きと複合されている。
轆轤成形で作られた形の外側表面に彫りの工程を施し釉薬を
掛け高温で還元焼成された後、シルクスクリー ンによる上絵付け
をプリントし850度で再び焼成している。魚の装飾を選んだ理由
は、＜.......in China,fish symbolise life ........In my work I use 
them to signify happiness. Happiness that can either be 
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caught or can slip between our fingers sometimes we see 
it escapes us.＞
　ということである。瑞 し々い生命観が儚げな白磁に表現されて
いる。
［ANN DELAITE］
Born in Charleroi （Belgium）in 1983
A graduate from the Ecole nationale supérieure des arts 
visuals in la Cambre（ENSAV）in Brussels （Belgium）
（図7）このインスタレ シーョンは、繊細な磁器の壁を絡み合わせる
ことを規定として作られている。磁器の素材の要素をはっきり感知
するために挑んでいる。構造と破壊の間そして、可能と不可能の
間で、蝕知できるものと手で触れられないもの間は、どこに位置す
るのか、正反対の感情を同時に感じることがこのインスタレ シーョ
ンから感じ取れる。今回の展示では城の塔の円形のスペースに
まるで寺院のような建造物を組み立てていた。約1平方メー トル
の底面から6 〜 8段積み上げられている。外向からの光に透け
て構造が模様のように浮かび上がっていた。成形方法は、水を吸
い込んでも耐えられる、和紙のような紙の上にペースト状に柔らか
く薄められた磁土を同じ大きさの薄い板に成形して焼成する。展
示のスペースにあわせて様 な々構造物に変化できる点が見る側
に違う展開を想像させることが出来る。重厚な城の壁面と磁器の
薄さが対照的であった。
［GUILLAUME DELVIGNE］
Born in Nazaire（France） in 1979
A graduate from the Ecole de Design Nantes Atlantique 
Lives and works in Paris（France）
［Ionna Vautrin］
Born in Hennebont（France）in 1979
A graduate from the Ecole de Design Nantes Atlantique 
Lives and works in Paris.
（図8）二人のフランス出身のデザイナーが提供しているのは新鮮
な観点の現代の磁器である。彼らのPaniers percés（2005）とい
う：かご：の計画は、異なった作者が彼ら自身でアレンジすることを
必然的結果として巻き込んでいく。基礎的な部分（磁器のかご）
を構成しているのは、イタリアの工業会社である。本体と毛糸と針
がセットされた状態で作品を展示してあり各自のデザインでで磁
器のかごに刺繍する。説明書には模様のパター ン制作のしかた
が備えられている。このようにして買い手は、彼ら自身で仕事（刺
繍）をすることにより＜craftsman＞になる。彼らは、連続的な工
図7
図8
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業製品と類を見ない創造、産業のプロセスと手造りと言った対照
的な視点で表現、開発している。今回の展示では、城の塔にあた
る部分の小さな部屋に、薔薇の花が刺繍してあるかご状の作品
と、そのセットがつり下げられておりその思考の流れがよく理解でき
た。鑑賞するだけでなく、制作、用途の要素も取り込んだ興味深
い作品であった。
［LOUISE HINDSGAVEL］
Born in Copenhagen （denmark） in 1973
A graduate from the Designskolen de Kolding 
（Denmark）
Lives and works in Copenhagen
（図9）デンマ クー出身のこの作家は、今世紀から新しい磁器の取
り組みを行っている。まさに彼女の意匠は、デザインの積年の伝
統や、支持を得やすい好まれた形状、そして装飾性の高い形体
の欠片を分解し再構築している。なぜなら彼女は、デンマ クーの
デザインの伝統を距離をおいた視点で見ているからである。意図
的に要素の意味、特徴に着目して新しい関係を再構築している。
制作の過程は、実物の選ばれたモチ フーを原型に型取りし、石膏
型を作り、鋳込み成形をする。それぞれの破片や部品を生乾きの
状態で組み立てる。その後釉薬を施し焼成する。50cmほどの高
さの在る枝の先などにビニール製の糸がつなげられている。現代
の実態のなかで彼女の仕事は、不思議なバランスをとりながら私
たちの日々 の生活の場面を構築している。フォルムは複雑に構成
されているが一貫して白い磁器の表情の陰影で表現している。ク
リー ム色に近い白さがより柔らかに見える。今回様 な々場面の立
体構成で10点ほど展示してあったがアニメー ションのような流れ
で見ることが出来た。
［MICHAEL FLYNN］
Born in Wuppertal （Germany） in 1947
A graduate from the Cardiff College of Art in Ceramics 
and Fine Arts
Lives and Works in Cardiff （Wales ） and Warrsaw 
（Poland）
（図10）彼は1998年のトリエンナ レーと今回の展覧会に出品して
いる。ダイナミックなかたちとユーモラスなテーマで表現している。
磁器は遠心力を利用した回転体の器状の形を作る轆轤や石膏
図9
図10
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型を利用した鋳込み成形や型に粘土を打つ込み成形することも
多いが、彼は手の痕跡を残す手捻りの技法で制作している。手
捻りの成形方法の特徴は、手と粘土ベラなどの単純な道具だけ
で成形する為自由で有機的な感じがでることである。ひも状に伸
ばした粘土を層に積み上げる。この時、手の圧力が粘土と粘土を
より強く結合させると共にその痕跡が表情としての役割も果たす
のである。成形の構造と表情は切り離すことは出来ないということ
である。粘土を叩き、引っ掻き、摘み、削り、伸ばすさまざまな行為
がそのまま焼き締められるのである。彼の作品ではイメー ジした生
活感の在る動的な場面を、手を使い感情を呼び起こすかのように
作り上げている。そして作品には下絵付けで彩色されており滑ら
かな釉薬が施されている。そのタッチは、磁器の白さを残し部分
的に施されている。人物と動物の動きの展開や、ダンスを踊ってい
る様子の一コマが、まるでクレイアニメー ションの様に連作されて
いる。勢いの在る動きが磁器の粘土を手捻りすることによりその特
性が生かされている。
［KAORU OJIO］
（図11）今回私は、6点出品した。2010年に制作した発光する
ブ ツー、帽子、花瓶2点、ハイヒー ル、鞄である。球形の膨らみのあ
るかたち（鞄や靴、花）の、厚さが2 〜 3ミリであり、磁器の自然な
透明性の存在をあきらかにしている。このように磁器の半透明性
そして虚弱でもろい性質は、私たちの日常のイメー ジとともにさらっ
ていく感覚を許している。私は身の回りのモチ フーの存在とともに
磁器の半透明性を表現の重要性として強調している。そして素
材を用いる意味、秩序正しくその特性に任せて表現している。一
見不合理な表現をもっているかのようだが身の回りのモチ フーと
磁器の要素を衝突させることによりその印象を与えている。成形
方法は、粘土原型を制作した後、石膏型鋳込み技法により薄く
成形する。この時通常の鋳込み作品よりも磁器の厚さが非常に
薄いために後（図11）に光を内側からあてると透けるため発光す
る。模様の部分は、1ミリほどの厚みの違いで浮かび上がらせて
いる。リボン、花の部分は、磁器の柔らかい時点で成形し、接続す
る。立体の表面に施した模様のイメー ジは光や結晶である。
　本体に、花や実、葉のレリー フを貼付ける。まだ柔らかい粘土の
段階であるので本体の曲面に沿って変形できる。重なり合ったり、
間隔を空けたりすることで立体的に浮かび上がらせている。靴の
モチ フーと植物の合成より生命感と儚さを表現している。花のめ
しべの部分はプラチナ彩で上絵付けを施している。靴のモチー
フは物語にも登場してくるし、ヨー ロッパでは呪術的な伝承も数多
く残されているが、私は、人の存在を感じさせる器としてよく用いて
いる。さらにフォルムも興味深いし焼成に耐える安定感が在る点
で取り入れている。（図12）
図11
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4. まとめ
　本稿では、ニヨンの磁器の展覧会から、世界の現代磁器を中
心に多様化する表現の紹介をした。それらは、磁器の特徴であ
る白い鉱物のカオリンの成分を生かしている。そしてその特性とし
て、高温で焼き占められることで硬質になり本体の厚みを極限ま
で薄くしても強度が保たれるため繊細な造形を保つことが可能だ
ということが上げられる。また、きめ細かい成分のため、鋭いエッジ
や、曲線、湾曲した面の表現を特に滑らかにすることができる。そ
れらは、強さともろさ、緊張と親しみを同時に表現することができる
点が共通してあげられる。磁器の独特の存在感はあえてその素
材で表現する必然性の意味もそこに在ると考えられる。そして鉱
物を素材に制作する陶磁器について学び、その制作過程を体験
することは人類の歴史を振り返ることと同じであるといえる。特に
磁器の硬質で繊細なもろさを伴う素材の魅力、またそのような原
始的であり純粋な表現手段を用いて、新たな創造の取り組は、文
化的背景を超えても共通していることを紹介した。素材に対して
の共通するプロセスや、新たなアイデアを施すことを続けているの
である。職人から個人の表現手段へと領域を広げ、移行するな
か、現代の陶磁器制作はさらに新しい思考や視点で創造されて
いる。一連の流れのなかで、スイス ニヨンで展示紹介されたコン
テンポラリー ポーセレンはその一例であるが、これらの動向はさら
に様 な々関係のなかで把握される。そして再構築されていくと考
えられる。
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